
 

 

 

 

 

手を挙げる 
校長 牧野  正 

 

「暑さ寒さも彼岸まで」という慣用句があります。夏の暑さ（残暑）は秋の彼岸の入りの頃（9 月 20 日前後）ま

で、冬の寒さ（余寒）は春の彼岸の入りの頃（3月 20日前後）までには和らぐという意味ですが、9月中旬になっ

ても 30 度をこえる日が続いていました。９月下旬に入り、ようやく秋らしい様子が見られるようになり、体調管理に

注意しなければならない季節の変わり目の時期に入っています。 

そんななか、学校では生徒たちの活動が目立っていました。二つ紹介します。一つ目は「生徒会役員選挙」で

す。９月 17日の午後、体育館にて行われました。ステージには立候補者、応援責任者、会の運営は選挙管理委員

会が行いました。立候補者による決意表明、応援責任者による推薦理由が発表され、聞いていた全校生徒の皆さ

んも普段とは違う仲間の真剣な態度を目の当たりにして、頼もしさややる気を感じてくれたことと思います。当日を

迎えるまで、朝の選挙活動、昼の放送にも取り組んでくれました。今後の活躍に期待しています。 

二つ目は「新人体育大会地区予選会」です。新しいチームとして臨む最初の公式大会でした。大会に向け、仲

間たちとともに練習する姿を数多く見られ、大会会場でも準備してきた成果を発揮しようと取り組む姿が見られて

いました。選手として活動した者、会場で選手たちがよいバフォーマンスができるように応援や大会運営に関わっ

た者、役割はそれぞれですが、皆さん一人一人の活動が大会運営に大きく関わっていることは間違いありません。

成果が表れ、次の大会に臨む者もいます。さらに成果を多くの場で披露できるよう、活動してください。また、今回、

残念な結果となってしまった人は、次に向けてスタートしましょう。 

学校では生徒たちが挙手や発言をし、仲間の意見を聞きながら、先生方とともに授業を作り上げている場面が

よく見られます。また、タブレットなどのＩＣＴ機器を使いながら、自分の意見をデータとして挙げ、クラス全体で共有

しながら作り上げる授業も増えてきました。自分の意見を声や文章にのせて披露する、最初は恥ずかしさが出てし

まい、思うように発言や挙手につながらない生徒もいると思いますが、いろんな方法を使いながら支援を続け、生

徒たちの自主的な活動につながるよう取り組んでいます。それは授業だけではなく、今回の生徒会役員選挙、新

人体育大会などもそのひとつです。 

手を挙げる…これは「はっきり分かるように示す」という意味があります。生徒会役員に立候補者たちはまさに

「手を挙げた」人たちです。ただ、忘れてはならないのは手を挙げた仲間を応援しようと活動した応援責任者の存

在です。やってみたいけど自信がないとき、周りからの応援で頑張れたという経験はないでしょうか。自分にできる

かなと不安になったとき、「あなたならできるよ」と背中を押された経験はないでしょうか。頑張ろうとしている仲間

がいる、だから応援したくなる…そうした仲間がいるから手を挙げられる。今後も互いに切磋琢磨し高め合える、そ

うした雰囲気を大切にしていきたいと思います。また、地域や保護者の皆さんからもたくさんの応援を頂いて、現在

の学校活動が進められていること大変感謝しております。今後ともよろしくお願いいたします。 
 

 
 
 
 

日 月 火 水 木 金 土 
29 30日 10月 1日 2 3 4 5  

 諸活動停止 
なし日程 

諸活動停止 
ノー部活動デー 

職場体験事前

訪問（２年） 

諸活動停止 
なし日程 
金曜授業 

後期教育実習
終了 
中間テスト 
テスト日程 

 

6 7 8 9 １0 １1 １2  
中間再試験 
SC来校 
なし日程 

職場体験 
（２年）① 

ノー部活動デー 

職場体験 
（２年）②   

なし日程 
職場体験 
（２年）③ 
 

新和小あいさつ

運動（１年） 

栄中フェス
タ 

１3 １4 １5 １6 １7 18 19  
スポーツの日 なし日程 ノー部活動デー 

租税教室（３年） 

金１・月１～
５の授業 

なし日程 
中央委員会 
市駅伝大会 

なし日程 

市駅伝予備日 

進路セミナー（３

年） 漢検 

 

２0 ２1 ２2 ２3 ２4 ２5 ２6 
 生徒朝会全校

朝会51234 
SC来校 

集金日 
なし日程 

ノー部活動デー 

ふれあいデー 

なし日程 

なし日程 新和小あいさつ

運動（１年） 
市民文化祭 

２7 28 29 30 31 11月1日 2 

市民文
化祭 

SC来校 なし日程 ノー部活動デー なし日程 
専門委員会 

なし日程 
彩の国教育の
日 
 

大場川清掃 

3 4 5 6 7 8 9 
文化の
日 

振替休日 なし日程 ノー部活動デー 

なし日程 
中央委員会 

なし日程 
音楽集会 

合唱コンクー
ル 

P 連レクリ
エーション
大会 

１0 １1 １2 １3 １4 １5 １6 
 ３年東部地区学力

検査 

２年実力テスト 

テスト日課 

近隣校合同音
楽会 

ノー部活動デー 

 

県民の日 
学校閉庁日 

3 年生期末テ
スト 
テスト日程 
 

 

17 18 19 ２0 21 ２2 23 
グラン
ドゴル
フ 

3年期末テスト 

SC来校 
テスト日課 

3年期末再試 
３年三者面談

期間（～29日） 

ノー部活動デー 

ふれあいデー 
３年期末再試 

なし日程 
 
 
 

特別支援学級
交流会 

勤労感謝の日 

三郷家読の日 

諸活動停止 

（～２９） 

24 ２5 26 27 28 29 30 
子どもフ

ォーラム 

グランド

ゴルフ予

備日 

 集金日 ノー部活動デー 

 

１，２年期末
テスト 
テスト日課 

１，２年期末
テスト  
テスト日課      

 

令和 6 年 10月 1 日 第 7号 生徒数 1年 166 名 2年 147 名 3年 160 名 計 473名(10/1 現在) 

10月１２日（土）に「栄中フェスタ」が予定されています。 

ＰＴＡ役員の皆様、関係保護者の皆様、準備等ありがとうございます。 

当日もよろしくお願いいたします 



学校公開（選択制説明会・育成会） 
保護者・地域・来年度の新入生対象に学校公開を 9月７日に行いました。来校者数は今年度も 500

名を超えました。また同じ７日に栄中学校区青少年育成会も実施しました。多くの方にご来校いた
だきまして、ありがとうございました。 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
新人体育大会  

 
 

 

 

英語弁論大会 ９月５日に、市内英語弁論大会が実施されました。夏休
み中に何度も学校で練習をして本番に臨んでいました。 

 

校長面接始まる 

本校の読書活動 ～ 先生方のおすすめの本 ～ 

越前・一乗谷城は織田信長に落とされた。 
幼き主人公はその際に父母と妹を失い、逃げる途中に石垣職人の源斎(げんさい)に助けられ

る。 

主人公は源斎を頭目とする穴太衆(あのうしゅう)(=石垣作りの職人集団)で育てられ、やがて
後継者と目されるようになる。主人公は絶対に破られない「最強の楯」である石垣を作れば、
戦を無くせると考えていた。両親や妹のような人をこれ以上出したくないと願い、石垣の技を

磨き続ける。 
秀吉が病死し、戦乱の気配が近づく中、主人公は京極高次(きょうごくたかつぐ)より琵琶湖

畔にある大津城の石垣の改修を任される。 

一方、そこを攻めようとしている毛利元康は、ライバルに鉄砲作りを依頼した。「至高の矛」
たる鉄砲を作って皆に恐怖を植え付けることこそ、戦の抑止力になると信じるライバルは、「主
人公を叩き潰す」と宣言する。大軍に囲まれ絶体絶命の大津城を舞台に、宿命の対決が幕を開

ける――。 
どんな攻めをも、はね返す石垣。どんな守りをも、打ち破る鉄砲。 

「最強の楯」と「至高の矛」の対決を描く、戦国小説!興味がある人はどうぞご覧ください。 

 

校長先生との面接に廊下で待っている人たちは皆、緊張
感をもって臨んでいるのが判ります。 


